
昭文社グループの取り組みについて
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2022年12月3日
（株）昭文社ホールディングス
代表取締役社長 黒田茂夫

説明会用資料



グループ経営理念の共有

2

“安心な暮らしと楽しい旅をサポートする企業”
(株)昭文社 (株)マップル

各社独立採算の企業として自由に発想・行動するものの、企業グループとして統一した経営理念を掲げ、
これを基盤とすることで共通ベクトルを持つ企業グループを形成します。
それぞれの事業環境に応じて個別に事業戦略を進める一方、グループとしてのシナジーを最大化すること

も念頭に置き、持ち株会社はそれを促進する役割を担います。
※株式会社MEGURU（含む海外現地法人）・株式会社KUQULUについては、2022年3月期において第三者割当増資、株式譲
渡等を通じて非グループ会社となっております。

100％子会社 100％子会社

100％子会社 100％子会社

(株)昭文社
クリエイティブ (株)マップルオン

(株)昭文社
ホールディングス
持ち株会社



第64期の経営方針
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新グループ体制のもとDX戦略でアフターコロナに対応
・メディア事業では総合出版事業の早急な再生。デジタルメディアを核とした事業収益化。
国内旅行書拡充などアフターコロナに対応する編成、及び電子書籍等デジタルメディア強化で総合メディア化推進。

・ソリューション事業ではDXを軸としたデジタル関連事業と協業による新規事業の推進。
『Traveler’s Mind』 『業務用ナビ開発キット』 『マップル地図作成ツール』 『AI自動検温カメラ』 『EV充電スタンド』等。

コロナ禍からの着実な再生・再成長
・グループ事業再編を経た新グループ体制での各事業の再生・再成長へ。

（長期化したコロナ禍に対しグループ事業の選択と集中を実施。今後は軸足を再生・再成長に）
・引き続きDX推進でさらなるコストダウンと新たな収益獲得で着実な業績向上。

（リモートワーク、ウェブ会議、ペーパレス化、ウェビナー、オンライン販売、WEB編集＆校正等）
・営業及び物流拠点統廃合、新たに物流拠点の譲渡実施予定。
・オフィス空間生産性最適化、拠点賃貸エリア拡大によるさらなる外部収益獲得。



総合出版事業
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対コロナ両面施策：お出かけ関連商品充実・定番シリーズ刷新／家にいて楽しめる地図

地図でひも解く都道府県
『トリセツシリーズ』47都道府県出版完結

特設サイトも公開

初の海外版も

ゆったりと知識の旅へ
『地図でスッと頭に入るシリーズ』

海外編も充実

お出かけ関連の新刊

『まっぷるマガジン』刷新
情報量をそのままに小型軽量化



デジタルメディアを核とした展開
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アプリ連携テーマ地図／ことりっぷブランドでは定額読み放題サービス開始

ことりっぷ人気テーマ地図はアプリ連携

登山地図のパイオニア
『山と高原地図』

2022年版アプリ連携

創刊37年、ライダーによる、ライダーのための地図
『ツーリングマップル』
2022年度版アプリ連携 アプリ

定額読み放題（サブスク）

オンラインストア



ソリューション事業
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様々なニーズに対応する製品・ソリューションを開発・販売

アフターコロナの新たなニーズ、分散
登校、時差登校を支援します。

通学路安全支援システム
『Traveler’s Mind』
観光客に人気のエリアやスポットが見える

旅行者意向分析ツール

累計2,000万DLの旅行アプリ
「まっぷるリンク」データを活用

民生用『マップルナビPro3』
業務用『業務用カーナビSDKVer.7.0』

最新ニーズに対応し進化を続けるナビアプリ

ビジネスに強い地図ソフト
『スーパーマップルデジタル23』

『マップル地図作成ツール』
好きな場所の地図を切り出せる WEB サービス



業務提携・共同開発等による新規事業
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Dスコープ社と業務提携し、コロナ禍における新たな
ニーズに対応したサービスを開発・提供

『AI顔認証自動検温カメラ』

ヘッドスプリングの持つパワーエレクトロニクス技術を強みに、
独自性を持った製品やソリューションを創出

自治体・観光関連施設向けに『EV充電スタンド』提供開始

ヘッドスプリング社と資本・業務提携

様々な相手先とのパートナーシップによる新事業への取り組み

『通学路安全支援システム』

三井住友海上火災保険が保有する「事故データ」
を連携した新たな機能開発に向けた共同取組
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これからの昭文社グループに
ぜひご期待ください。
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